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序論　﻿　﻿

ୈ̍ɽຽ๏ͱは
民法ʹࢲ法の一ൠ法
律する法ن的生活をࢲʹ法ࢲ
一ൠ法ʹ஍域・ਓ等に限定されない、一ൠ的な関係をن律している法
（ʹ基本的なルール）
ĬĿ．おۚを返して΄しい、Қँྉをࢧ෷え、Ոをചって΄しい
ˠ全て民法の適用あり
Īĭ．特別法ʹ特घな事項ないし特घなਓについてن定しているもの
ĬĿ．会社法ˠ会社にのみ適用される

ୈ̎ɽຽ๏のߏ଄

̍ɽ࢈ࡒ๏

ᾇ　総則
定ن法の全てに適用がある（Ո族法に適用があるかは૪いあり）࢈ࡒ

ᾈ　物権
物に対する権利に関するن定

ア　総則
物に対する権利全てに適用があるن定

Π　各則
各物権（eY．所有権、఍当権）のઐ用のن定

ᾉ　債権
ਓに対する権利に関するن定

ア　総論（総則）
債権全てに適用があるن定

Π　各論
各債権ઐ用のن定

̎ɽՈ଒๏

ᾇ　親族法
਎分関係をن定（eY．夫්、親ࢠ）

ᾈ　相続法
ਓのࢮを原Ҽとする࢈ࡒ関係をن定（eY．法定相続、Ҩ言）
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【第１編】
民法総則

【第２編】
物権

【第３編】
債権

【第４編】
親族

【第５編】
相続

（第１章）
親族総則

（第１章）
相続総則

（第１章）
物権総則

（第１章）
債権総則

（第２章）
契約

（第３章）
事務管理

（第４章）
不当利得

（第５章）
不法行為

（第２章）
占有権

（第３章）
所有権

（第４～６章）
用益物権

（第７～ 10章）
担保物権

（第２～７章）
婚姻等

（第２～ 10章）
相続人等

第１節
契約総則

第２～ 14節
契約各論

債権各論

Point ! ຽ๏ͷద༻ॱং

民法はڞ௨する෦分を「くくりだす」ことによって、ແବを省いてい
る（ʹύンデクテン体系）
ˠ適用を考える際には「ڱい方から޿い方へ」
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序論　﻿　﻿

ୈ̏ɽ๏のࢦಋݪཧ

̍ɽຽ๏のࢦಋݪཧʢࡾେݪଇʣ

ᾇ　（ࣗ然ਓの）権利能力平等の原則
全てのࣗ然ਓは、ࠃ੶・֊ڃ・৬ۀ・年ྸ・性別等によってࠩ別さ
れることなく、平等に権利・義຿の主体となることができるという原
則

ᾈ　所有権ઈ対の原則
所有権は、Կらਓҝ的߆ଋを受けず、これを৵害するあらゆる他ਓ
に対して主張することができる完全なࢧ配権であり、ࠃՈの法よりも
先に存在する権利でਆ੟不可৵であるとする原則

ᾉ　ࢲ的࣏ࣗの原則
「ࣗ分の思ったようになる」ということ、他ਓにӨڹされない

ア　法律行ҝࣗ༝の原則（ܖ໿ࣗ༝の原則（�21））
໿の内容もࣗ分でܾめܖ、໿をすればよいしܖ໿したいਓだけがܖ
られる
ˠ実は民法（࢈ࡒ法）の大෦分のن定はकらなくてよい
̀　当事者が民法に書いてあることをܖ໿内容とした場合であって
も、そちらが༏先される
当事者の意思が最も重視されるのが民法（࢈ࡒ法）のੈքʹ意思主
義

Π　過ࣦ੹೚の原則（ࣗݾ੹೚の原則）
ࣗ分にམち度（過ࣦ）がある場合にだけ੹೚をෛう。他ਓにӨڹさ
れないことの現れ

̎ɽࢦಋݪཧのमਖ਼
「ࣗ分の思ったようになる」というのが民法の原則であるが、それ
を؏పすると不౎合が生͡る場合がある
ĬĿ．大Ոさんが「Ո௞の値上͛に応͡ないなら出てってもらって結
と言う「ߏ
ĬĿ．ࣗ分の生໋อۚݥをΪャンϒルのֻけۚにしてしまう
ˠこのような事ଶを์ஔしておくことは޷ましくないため、民法の
指ಋ原理を修正する必要がある

ᾇ　権利能力平等の原則への修正
ĬĿ．֎ࠃਓの能力の੍限（３Ⅱ）

ᾈ　所有権ઈ対の原則への修正
ĬĿ．आ஍आՈ法

ᾉ　ܖ໿ࣗ༝の原則への修正
ĬĿ．ެংྑଏҧ反（��）のܖ໿をແ効とする

c 権利能力→権利義務の帰
属主体たる地位・能力

c 自然人→人間のこと
cf．法人（自然人以外で
権利能力を認められた
もの）

c 法律行為制度の内容は後
述v21頁

c 守らなくてよい（当事者
の契約が優先される）規定
＝任意規定
当事者の契約にも左右さ
れず必ず守らなければなら
ない規定
＝強行規定
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第１編　民法総則　１　一般規定

１ɹҰൠنఆ

ୈ̍ɽ৴ٛ੣࣮のݪଇʢ৴ٛଇʣ

̍ɽҙٛ
権利の行使及び義຿のཤ行は、信義にैい੣実に行わなければなら
ない（１Ⅱ） t司H20-1-ｱ/ｲ/ｳ

̎ɽܖ໿ؔ܎が͋Δ৔߹
、໿で定まった義຿のみ果たせばそれで଍りるのが原則であるがܖ
一定の場合には信義則に基づいて、本དྷの義຿以֎の義຿が発生する
場合がある
ĬĿ．̖が̗に、特घな型の機ցの੡作及びࣗݾ所有の工場へのઃஔ
をґ頼した（なお、୅ۚのࢧ෷ظ日は̗が機ցを̖の工場にઃஔ
してから1�日後となっている）。̗は機ցを੡作し̖の工場へઃ
ஔしようとしたが、̖がいつまでܦってもઃஔに必要な४備をし
ない
ˠܖ໿上、̖は୅ۚを̗にࢧ෷う義຿をෛい、̗は機ցを੡作し
た上̖の工場にઃஔする義຿をෛう
ˠそれとは別に、̖は機ցをઃஔするために必要な४備をする義
຿をෛうべきではないかʁそうしないと̗は機ցをઃஔでき
ず、その結果、୅ۚも受け取れなくなってしまう

̏ɽܖ໿ؔ܎がͳ͍৔߹
Կも要ٻできないのが原則であるが、一定の場合にはܖ໿関係がな
くても、信義則に基づいてܖ໿関係ྨࣅの関係が生͡ることがある
ĬĿ．ࣃ科ҩ院を։ઃしたいという̗が̖に対して、「̖の所有する
、ઃ備を施した上でചって΄しい」と言うのでؾ物に特घなిݐ
̖はそのిؾઃ備を施して४備していた。しかし、ܖ໿日直前に
なって̗が「やっͺりやめた」と言い出した
ˠ̖と̗とのؒにまだܖ໿関係はないから、̖は̗に対してిؾ
ઃ備の施工等に要したඅ用を੥ٻできないのが原則
ˠそれでは、不੣実な̗に対して、̖があまりにかわいそうであ
るため、信義則に基づいて、ిؾઃ備の施工等に要したඅ用を
੥ٻさせるべき

f短答３頁
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ୈ̎ɽݖརཞ༻

̍ɽҙٛ
権利のཞ用は、これをڐさない（１Ⅲ）

̎ɽݖརの࢖ߦがೝΊΒΕͳ͍৔߹
ĬĿ．̭は、ԹઘをܦӦする̮会社が他ਓの౔஍２௶程をかすめてҾ
౬؅をઃけているのに目を付け、その౔஍をങい受けて̮に不当
に高ֹな価格でのങ取りを要ٻしたがڋ൱された。そこで、̭が
̮に対しҾ౬؅のఫ去を੥ٻした
ˠ権利のཞ用に当たり、認められない（大判ত1��1���【百選Ⅰ1】）

t司H20-1-ｴ

̏ɽݖརの࢖ߦがෆ๏ߦҝͱͳΔ৔߹
ĬĿ．෢ా信ݰがかつてضを立てかけたという個ਓ所有の༝ॹあるদ
が、ۙくを௨るৠؾ機関ंのഗԎとৼಈによってࢮރした
ˠ権利のཞ用として、正当な権利行使とはいえず、不法行ҝとな
りଛ害ഛঈ੹೚をෛう（大判大�����【百選Ⅰ2】） t司H20-1-ｵ

Point ! Ұൠنఆͷద༻

̰　一ൠن定は、「総則」の中でも「総則的」なن定
ˠ適用関係からすれば、一番後ճしであることに注意（最後の最
後、民法の他のن定だけではどうしても不当な結論になってし
まう、というときに適用を考える）

̱　一ൠن定は、その内容が非常にந象的
ˠ適用する際は、可能な限り要件・効果を明確にするよう、意識
する

ୈ̏ɽݖࢲの࣮ݱ
ࣗ力ࡁٹのࢭېʹ権利者であっても、ࣗ分で権利を実現することは
されないڐ
ˠ裁判所を௨͡て権利を実現するのが原則
̀　社会டংのҡ࣋
ĬĿ．̖が̗に1��ສԁをିし付けていたがいつまでܦっても̗が返
そうとしない。̖は̗のՈに৵入してউ手にۚ目のものを࣋ちだ
してച٫し1��ສԁをճऩした
ˠただの不法行ҝ

f短答３頁

c 不法行為（709）となる
には、相当違法性の高い行
為（＝「悪い」行為）であ
る必要がある




